
船舶事故調査報告書 

平成３０年３月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 転覆 

発生日時 平成２９年１１月５日 １３時４０分ごろ 

発生場所 香川県坂出市沙
しゃ

弥
み

島北方沖 

坂出コスモ石油シーバース灯から真方位２４２°１海里付近 

（概位 北緯３４°２１.２′ 東経１３３°４９.２′） 

事故の概要 プレジャーボート孝
こう

徳
とく

丸は、南南西進中、転覆した。 

事故調査の経過 平成２９年１１月７日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 孝徳丸、１.０トン 

 ＫＡ３－２８７８２（漁船登録番号）、個人所有 

 第２８０－４２７８０号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 船外機等に濡損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風速 約２.１m/s、視界 良好 

海象：波高 約２ｍ、潮汐 下げ潮の初期 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、友人２人を乗せ、坂出市三ツ子島

東方沖での魚釣りを終え、香川県丸亀市丸亀港に向け、約１２ノット

の対地速力で手動操舵により沙弥島北方沖を南南西進していた。 

本船は、船長が、後部にある操舵区画で椅子に腰を掛けて操船に当

たっていたところ、船首方に高波を認めたので、スロットルレバーを

緩めて減速したところ、船尾方から波高が２ｍを超える波を受けて左

舷方に転覆した。 

船長及び同乗者２人は、転覆した際に海へ投げ出され、本船の船底

に上がっていたところ、通り掛かった遊漁船の船長が海上保安庁に本

事故の発生を通報し、来援した巡視艇によって救助された。 

船長は、沙弥島沖の航行経験が約４０～５０回あり、沙弥島周辺は

干出浜（岩）で囲まれており、水深が約１０ｍから約１ｍに急激に浅

くなっている地形で、波が発生しやすい場所であることを知っていた

が、これまでは波高が約１ｍの波しか見たことがなかった。 

船長は、沙弥島北岸から距離を隔てて航行すれば良かったと本事故

後に思った。 

船長及び同乗者２人は、本事故当時、船長及び同乗者１人が救命胴

衣を着用しておらず、別の同乗者１人が救命胴衣を着用していた。 

分析 本船は、沙弥島北方沖を南南西進中、波が発生しやすい地形の沙弥

島北岸に接近して航行していたことから、波高が２ｍを超える波を受



 

け、転覆したものと考えられる。 

船長は、沙弥島北岸付近が波の発生しやすい場所であることを知っ

ていたが、これまでに波高が約１ｍの波しか見たことがなかったこと

から、沙弥島北岸に接近して航行していたものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が、沙弥島北方沖を南南西進中、波が発生しやすい

地形の沙弥島北岸に接近して航行していたため、波高が２ｍを超える

波を受け、転覆したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・波が発生しやすい地形の海域には接近しないこと。 

・小型船舶に乗る際は、救命胴衣を着用すること。 


